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The authOrs made the experiment on the wind erosion with the mOdel of the
fore‐ dune in the simple wind tunnel, The instruments are shown in Fig, 1.

The model of the fOre‐ dune 、vas reduced to a scale of 1/100 01 the actual size
and its height was 8 cm and its width was 5 cm at the top. The leeward sIOpe
angle was kept 25 degrees.

In the case of a 、vind velocity of constant 8 m/s the VOIume eroded by the �vind

was lneasured after the lapse of 4 and 6 minutes when the windward slope angle

was 5, 10, 15,20,25 and 30 degrees respectively, Fig.2 shows this result.

In the case ol a wind velocity of constant 10 m/s the vOlume eroded by the

wind was measured after the lapse o£ l and l.5 minute when the windlvard slo―

Pe angle was 10,20, 30 degrees respectively. Fig. 5 shows this result.
Size of the sand composed the model of the fore‐ dune and its bed are as fOll―

OWS:

Sizes of sand(mm)        %
0.84 --  0.42        .… ….    25.75

0.42  --  0.25        ・̈̈・    52.12

0.25  --  0,105       。中̈ 0    21,88

0.105 --  0.074       “・̈ ,     o.18

under   O.074     ・・……    0.07
Moisture cOntent of the experimental sand was from O.199%t00.162%.
Results obtained i

A)The wind erOsiOn experiment with the model oF the fore― dune in the wind
tunnel:

Results o£ the wind tunnel experiinent are shown in Fig. 2, 3,4,5,

1)In the case of a wind velocity of constant 8 m/s it Can be seen th2t the
windward slope of 5 degrees suffers nearly eve■ ly and strOngly frOnl the wind
erosion through the whole extent of the slope.(See Fig。  2)
2)Only the vicinity of the toP of the fore_dune su£ fers fro■ l the wind erosion

on the slope over 15 degrees and the windward slope was hardly erOded.

3)The whOle windward sIOpe strongly sutfers frOm the wind erosion on a slope

of 5 and 10 degrees.

4)Fig. 5 shows the results at the wnid velocity ot 10 m/s. In prOPOrtion as the

slope angle toward the wind increases the volume of the wind erOsiOn at the
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foot of the fore_dune decreases, On a slope of 3o degrees sand accumulates, but

the part of the toP O£ the fore‐ dune becomes strongly eroded.

5)IVhen the slope of the £ore‐dune is steeP, it becomes necessary to build a

fence for heaping sand for the purpose oこ protecting the vicinity Of the fore‐ dune
and to plant such sand grasses as American beachgrass on the windward slope

with a view oだ  fixing thc fore‐ dune.

6)On a gentle slope Of the fore‐dune the wind erOsion occurs evenly all over

the 14Tind、 vard siope, therefore to planc such sand grasses as  American bea―
chgrass is required on the whole windward slope on fixing the fore‐ dune,

7)When the windward slope or tne fore― dune is steep, building the wicker
、Torks£ or waves to Prevent the、vind erOsion is required Prior to the planting

of sand grasses,

B)Results of the investigation on the field of the fore‐ dune: �Ve made a Field
investigation at 8 PlaceS in the sand dじ ne in Tottori prefecture and 2 PlaceS in

Santihama sand dune in Fukui prefecture, Fig. 6-Fig. 15 sho■ 7 theSe results,

1)The Sand dune district in Tottori prefecture strongly suffers frOIIl wave

erosion, Therefore the revetment works lor tidal vave are urgently required to

protect the fore‐ dune.

2)As the distance frOui the coastline to the tOP of the tore― dune is short in

Tottori, the slope angle of the fore‐ dune cannot help becoHling steep and the

Wind eFOSiOn becomes great. Therefore it is very important to pFotect the vicinity

of the toP of the fore― dune. On fixing the fore‐ dune it is good to build a few
rows of the fence for heaping sand at the windward slope and then itis required

to plant American beachgr2ss swi£ tly toward the windward slope,

3)As the distance is long ironi the coastline to the tore‐ dune in Fukui, it may

be good to plant sand grasses‐ Amencan beachgrass(4″賜″笏肋う″υ″を″力勉 Fern.),
Sand dune grass σ み吻″S ttO〃すS Trin.)and sO on― on the whOle windward slope on

tixing the fOre_dune.
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緒     言

本研究は海岸砂丘地における飛砂固定に関する一連の

研究である。最近になって砂丘地の開発が急に進展する

にともない。前砂丘の持つ意義が大きな問題となってき

た。

特に現状においては必らずしも前砂丘の固定がよく行

なわれているとはいえないケ所が,わが国の砂丘地には

多くあり,それ自身の持っている本来の役割を充分に果

たしていないケ所も数多く見られるようである。

また場所によっては前砂丘が存在することによって,

かえって脊後地への飛砂の被害を大きくしているような

ところもしばしば見られる。また海岸侵食によって前砂

丘脚部がはげしく侵食され前砂丘が危険にさらされてい
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るところも数多く見られる現状である。筆者は前報にお

いて前丘の傾斜角度と飛砂限界風速について研究し発表

した。(砂丘研究,V。 1・ 18,No,1,1971.)今回はこれを

さらに発展させて各種の傾斜角度をもった前砂丘のモデ

ルを使用して,飛砂による侵食の状況を風洞実験した。
また鳥取県下の8ケ所の砂丘および福井県下の三里浜砂

丘で2ヶ所の砂丘について現地の前砂丘の縦断面を測定

し植生状況と飛砂固定状況を調査し考察した。

これ等の風洞実験と現地の前砂丘の状況等により前砂

丘の風上側の傾斜角度のちがいや植生の状況等により飛

砂による侵食の状況に著しい相違が見ら浄た,また現地

の前砂丘についても汀線から前砂丘までの距離および汀

線の侵食状況等,それぞれ場所毎に特徴があり,前砂丘
の固定に対する一つの指針を得ることが出来たので報告

する次第である。

なお本研究の一部は昭和47年度文部省科学研究費によ

るものである。また本研究に助力された西川貢君に感謝

の意を表する。

A.風洞による,前砂丘モデルの飛砂による侵食の実
験

1,実験方法
実験装置は Fig。 1に示すような島津製作所製で直径
18clllの吹出口を有する簡易風洞装置を使用した。

前砂丘モデルは長さ 180clll,横40cm,厚 さ6 cnの容量

を有する木枠の中に前砂丘モデルに使用したものと同じ

砂を敷きつめた。

前砂丘モデルの築設は長さ90Cm,縦 14cmのプラスチッ

ク板 2枚を Fig,1の ように両側に置いて前砂丘モデル

を築設した。

風速の測定は日本科学工業K.K製の熱電風速計を使
用した。前砂丘モデル上の風速を測定する場合には,前
砂丘モデル上を移動させて使用した,なお測定位置は前

砂丘モデル設置ベース上および前砂丘モデル上 2 cmの位

置で測定した。実験に使用した砂は本学砂丘利用研究施

設構内で採取したもので,室内にて風乾させ直径0.841ull

以上の粒径のものは取除いて使用した。これは使用した

砂の中に一部粗い砂が混じることによって実験値の侵食

量に大きな誤差が見られたので一応取除いて使用した。

実験に使用した砂の粒径分析の結果 は次 のようであ

る,粒径 0,84～ 0.42alllが 25.75%,0.42～ 0.25nllllが
,

52.12%,0.25～ 0,105Hulが ,21.88%,0,105～ 0.074nul

が 0.18%,0.0741ull以 下が0.07%で ぁった。なお取除い

た砂は粒径0.8411ul以上のもので,0.25%の合有率であっ
た。

実験に使用した前砂丘のモデルは実物のだいたい 1/

100と した。すべて項上の高さを 8 clll,実物では8m,

項上の幅を 5 clll,実物では5m,風下面の傾斜角を 25°
の一定とした。頂上の風下側が送風機の吹出口から 100

Calの ところにくるように築設した。このようにして風上

面の傾斜をそれぞれ,5° ,10° ,15° ,20° ,25° ,ぉよび
30° とした。 (ただし風速 8m/sの場合)風速 10m/sの

場合は風上面の傾斜角をそれぞれ10° ,20° ぉょび30° と

した。ただし風上面の傾斜が5°のものは風上面の一部が

設置ベースからはみ出すのでこれだけは例外として頂上

部を他のモデルよりもさらに15ca後方にず らして築設

した。各モデルは築設する場合は一定 の圧力で沈圧し

た。

使用した風速は8m/sと 10m/sの 2種類とした。測
定にあたっては風速 8m/sの場合は経過時間を4分間
と6分間の2種類についてその侵食量を測定した。

風速10m/sの場合は経過時間を 1分間と1分 30秒の
2種類について行った。この経過時間については予備実

験を行った結果, 8m/sで は6分以上を過ぎると,また
10m/Sで は, 1分30秒を過ざると, モデルによっては

頂上部の両肩の部分が強く崩壊を起すものがあって,後
方の風が乱れることと,こ の部分の砂が前砂丘モデルの

風下面の中央部に堆積するのが著しく増加したために正

確な侵食量を測定することが不可能 になったからであ

る。

侵食量は風速をあてる以前の形を基準とし,侵食を受

けた部分は (― )の符号をつけ,ま た堆積した部分は (
+)を もって,その量を4Mll単位で測定し,風食による前
砂丘モデルの縦断面の変化曲線を求めた,測定位置は送

風機の吹出口より20cm離 れた ところを測点No.1と

し以下順次, 2 cnぉ きに測点をとり侵食深を測定した,

この実験を同一モデルにつき同じ風速の場合を 3～ 5回

実験を行ない平均値を求めて考察した。モデルに使用し

た砂の合水比は0,199%～ 0.162%の気乾状況の下で行な

った。

風速測定は砂面上 2 cmの 高さとし,測定の位置は吹出
口より20cmの所を測定 No.1.と し,以下順次20cm～ 10
Caご とに位置を定めて測定した。
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Note i   A…・BIower
B …plastiC board
C― Fore― dune model

D―・Sand― bed

E… Mouh Of the diSpersiOn
inllale r

The design of a simPIe wind‐ tunnelだor experiments

on the dritting sand.

Wind velocity 8m/s

MOismre content O,19%

scale

:魅
1 : 200 cm

―――― Base line
………‐After 4 Min.
―……B After 6 Min.

2.結果および考察
風速 8m/sの場合の実験結果を図示

すると,Fig.2に示すようになる。

風上側傾斜角度が5°のものは脚部附近

を除いては,風上面から頂上部にわたっ

てはぼ均等に,しかも強く侵食を受けて

いる。これに反し,15° 以上の傾斜角度

をもったものは,頂上および頂上附近の

風上面が侵食されるのみで,風上面はほ

とんど侵食されておらず,傾斜角度10°

のものは,それらの中間の形態を示し

た,したがって傾斜角度のゆるいものほ

ど前砂丘全体の容量に対する侵食量が大

きいことがわかった。

本実験においては,飛砂の形態として

Saltation運 動を主として取りあげてみ

たものであるが, Surface crecP運 動

よりはるかに,Saltation運動によるも

のが量的に多いことが実験上でも見ら

れた。 これ等の結果は Fig.3ぉ ょび
Fig.4に見られるように,本実験の場合

は Saltation運 動による飛砂限界の風

速との関連が強く見られた。 8m/sの
風速で,Saltation運動を起して移動す

Fig, 3 Relation betttreen the accliv―

ity aηgle and the threshold wind

velocity of the dritting sand by

the saltation motion,

Fig. 1.
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Fig. 2. Vヽind erosiOn prottiles of fore_dune models by the
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る限界の傾斜角度が 14°でぁる。それぞれ各位置で測定

した風速と関連させて考察して見ると15。 以上の傾斜を

持つ前砂丘においては,頂上附近を除いては,風上面の

0°     5     1012 14 16 1820°

Acclivity anttle

Fig, 4 Relation between the acclivity angle and

the threshold wind velocity of the drifting

sand by the surface creep motion,

風速が 8m/s以下が実測された, しか

も傾斜が強いほど風速が減少しているの

で,Saltation運動による, 飛砂限界風

速を下回っている,したがって,15。 以

上の風上傾斜面を持つものにおいてはほ

とんど侵食を受けなかったことが,風速

測定結果とFi写.3,Fig.4の飛砂限界風

速との関係結果より理解された。なお頂

上部は風上面の傾斜が強いほど風速が増

加していた,これは風の収敷作用による

効果とみられ,これによって,風上面の

傾斜が 15° 以上でも頂上部が侵食された

ことが理解された。しかし頂上部におけ

る風速は,風上面の傾斜が強いほど増加

しているのに頂上部の侵食は傾斜が弱い

ものほど強くなっているのは,風上面傾

斜が強いとまど風が上に吹きあげられる現

象が強くなるためと,Saltationの持つ

複雑性と,頂上部が傾斜の変わり目であ

るということがからみあって起るものと

思われる。

斜面をはい上ってきた風と直進してき

(41)

た風が互いに疑集し合うことによって風速が増大する現

象が見られる。これは風の収敷作用で あろうと思われ

る。この傾向は傾斜の強いものほど効果は大きくなって

いる。風上面の傾斜が15° 以上のもので風上面がわずか

ながらも侵食を受けているのは, Surface Creep運 動

によるものと思われる。

風速10m/sの場合について見ると,Fig.5の ごとく
である。 風速 8m/sの場合とは全く違った侵食の形態
を示した。すなわち,風上面の傾斜が増すにつれて脚部

の侵食量は少なくなっており,風上面の傾斜角が30° の

場合はかえって砂が堆積しているが,項上部は侵食量が

多くなっており,しかもそれぞれの侵食面は直線に近く

なっている。風速 10m/sの場合には,実験に使用した

砂は傾斜角度のいかんにかかわらず,Saltation運動な

どによって運動を起すために どれも強 く侵食されてお

り,そ こで測定した風速を見ると,傾斜角度10° の場合
には脚部および風上面全体の風速がほとんど 10m/S近

くになっており,脚部よりも頂上部が0.lm/S程度強く

Wind Velocity 10 m/s

Moisture COnten1 0.16%

scale
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Fig. 5, Wind erosion profiles of fore‐ dune models by the
wind‐ tunnel experiments,
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なっているだけなので,脚部から頂上部までほとんど同

じ侵食の形態を示したものと思われる。また,風上傾斜

角 20° の場合は脚部の風速が 9.4m/sで頂上部よりも

0,9m/S程度強くなっており風上傾斜角30° の場合は脚

部が8.lm/sで頂上部はこれよりも2.2m/s強 くなって

いるので,結局頂上部の風速は傾斜が強いものほど,ま

た,脚部の風速は逆に傾斜がゆるいものほど風速が強く

なっているために,風上傾斜角30。 の場合は脚部はかえ

って砂が堆積し,頂上部は,最も侵食を受けており,風

上傾斜角20。の場合は10° と30° との中間の形態を示した

ものと理解される。

B. 現地前砂丘の調査

1,調査方法
調査を行なった前砂丘は鳥取県下の羽合砂丘,宝木砂

丘,大寺屋砂丘,賀露砂丘,福部砂丘および海士砂丘と

福井県下の三里浜砂丘である。調査項目は汀線より前砂

丘迄の縦断測量を行いその傾斜角等を詳しく調査した。

また植生状況,お よび飛砂状況,砂の粒径分析,後方造

林木の生育状況等を調査し,総合的に前砂丘の飛砂固定

状況を調査した。

2.調査結果および考察
1)羽合砂丘
Fig.6にその縦断面図を示したものである。この地区

は最近に至って強い侵食海岸となったのでS,46年頃より

前砂丘の前方斜面の脚部は防潮護岸を築き十字ブロック

で保護している。前砂丘頂上部の幅が非常に広くあまり

植生がないので後方のクロマツ林を保護することが出来

ない。しかし風上斜面には最近になって防潮護岸が完成

したところから順次,幅約10mにわたって, American
beachgrassを植栽したので,これがよく繁茂し風上面は

Ａｍｅ
ｍ，ュ餌」

１０

　

５

　

０
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飛砂固定がよく行なわれている。今後は頂上部分に植生

を導入する必要がある。また幅の広い部分には後方より

クロマツの植栽を行なう必要がある。

将来海岸側の侵食が烈しいようであればさらに十字ブ

ロック等を多くする必要がある。 また American be―
achgrassに も時々施肥を行なって繁茂をよくし風上側

斜面の飛砂固定をはかる必要がある。この地区の砂の粒

径分析の結果は Table・ 1,に示すごとくである。

他の地区に比較して①の汀線近くはかなり粗い粒径の

ものが多い傾向が見られた。②と③は本学砂丘研究施設

地区のものよりもかなり粗いものが多いようである。

Table l, Sizes of sand grains in the HAWAI
district sand一dune,

Sizes of sand

grains in mm.

plot number in the Fore― dune

① %l ② %l ③ %

over

2,00   ～

0.84   -

0.42   ～

0,25   ～

0。 105  -

under

2.00

0,84

0.42

0.25

0.105

0.074

0.074

0.25

54.74

40.45

3,96

0.28

0.03

0.02

8,80

68.51

19.70

2.71

0.12

0.16

1.03

18.40

60,13

17.45

2.54

0.16

0.29
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2)宝木砂丘 は)
Fig.7に示すような状況である。

この地区の前砂丘は非常に高く約15mあ る。しかし最近

に至って前砂丘脚部迄侵食がせまってきたため,前方斜

面が急傾斜となっている。この部分には植生を全く欠い

ている,高さ10m附近より緩傾斜部となり砂丘の固有植

生がかなり導入しており, ところどころクロマツも植林

したものが残っている,また風

下斜面にはニセアカシヤがよく

育ち後方のクロマツ林も非常に

成育良好である。

この前砂丘は脚部が侵食され

て危院な状況が見られるので今

後防潮護岸等により侵食を防止

しておく必要がある,また十字

ブロック等も必要と思われる。

現状 の急斜面は次第 に崩れて

for tidal

①

/
讐池ΥLう

Fig。 6.



Black Locust

前 砂 丘 の 固 定 に 関 す る 研 究 (43)

前方の風上斜面の脚部附近は植生を欠

いでいるが法面には American beach―

gFaSSを植栽して飛砂固定をはかってい

るのでかなり植生も繁茂しているが一部

には不成積なところもあるので年に1～

2回の施肥をしてよく繁茂させたい。頂

上部の2列の堆砂垣はまだ堅 ろうであ

り,充分効果をはたしていた,その影響

もあって後方のクコマツ造林木も生育良

好であった。この地区は比較的成功して

いる前砂丘であるが,次第に海岸侵食が行くおそれがあるので脚部の固定を行なったあと法面に

対して編柵等を行なっておくとよいと思われる。積極

的に American beachgrass等 を導入してお くとよ

ヤヽ。                                    !

3)宝木砂丘 121
Fig.8に示すような状況である。この

地区は後方は造林地でなく河川が流入し

ており河口閉塞を防止する目的のある前

砂丘である。この地区も海岸侵食が烈し

い地区であるので十字ブロックをおいて

いるが埋没している,いずれも植生を導

入しがたい地区であるので堆砂垣を4重

に入れているが充分なる効果があらわれ

ていないで,破損している現状である。

それ故この地区も前砂丘の脚部の保護と

して十字ブロックをもっとおく必要があ

(H.W.L.)

60m   50    40     30

(L.W.L.)

0

る,また頂上部の高さも低すぎるので少し高くしたい,    5)賀露砂丘
植生として American beachgrassを 導入して飛砂を   Fig,10に示すようである。この砂丘は最近著しい海

固定したい,そのためには防浪編柵も新しく入れる必要  岸侵食を受けたために図の如き防潮護岸が階段状に築設
がある。                       されたものである,こ の附近は魚港も近く,また海水浴

4)大寺屋砂丘                   場に近いため波がえしをつけないものとし前砂丘の脚部

Fig.9に示すようである。               の侵食を保護している。

(L.W.L.)

ここは前砂丘と汀線に余 ゆうがない

ため,防潮護岸のすぐ後に思い切 って

風上面の斜面を21° 内外 の急勾配とし

て前砂丘を築き,風上側法面に対しては

American beachgrassを植栽して飛砂

固定をはかっているが生育はあまりよく

ないようである。頂上部に堆砂垣があ

り,ま だ健全であるので後方への飛砂は

少ないよううであるが,今後施肥を行な

0

70m   60     50     40     30     20     10      0
1    1    ]    1     :     a    正  _J

Horizontal distance

Fig,7.The profile of the fore_dune in the H⑤ GI district
sand‐ dune.(1)(TOttOri preFecture)

はじまり前砂丘の脚部より汀線迄,わずか20mの距離し

かないので,今後は危険となるので出来るだけ早い時期

に侵食防止工事を行なう必要がある。また防浪編柵を作

っておくこともよいと思われる。

American beachgrass
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American

って植生を充分繁茂させないと勾配が急であるために植

生を欠いたところは飛砂の原因となるのでこの地区は充

分植生の繁茂に留意する必要がある。

この地区のように海岸側に余ゆうのない場合は前砂丘

の勾配を急にして砂車で被覆すれば前砂丘固定も成功で

きるものと思われた。後方のクロマツはかなり生育良好

であった。

この砂丘の砂の粒径分析の結果は Table 2に示す如

くである。他の地区に比較してかなり粗いものが多いよ   Fig.
うである。ただし①のケ所は後方であるのでかなり小さ

いものが多くなっている。風上法面が急勾配である場合

には防浪編柵等を法面に入れておくことも必要と思われ

る。                                  able

Table 2,Sizes of sand grains in the KARO
district sand―dune.

Anerican beachgrass がかなりよく

繁茂していて,飛 砂固定 を行なってい

る。それゆえ後方のクロマツはかなりよ

く生育しているがまだ幼令林であるので

今後充分前砂丘の維持固定が必要であ

る。この前砂丘もかなり勾配が急で 20°

～28° もあるので植生による被覆は不可

欠の要件である。

この附近の砂 の粒径分析 の結果は

Table,3の 如くである。大体標準的な

粒径よりなっているようである。

(H,｀Ar.L,)

(L.W.L.)

5qm  10   10   そ0   10   ♀
Horizontal distance

ll. The profile of the fore‐ dune in the

HUKUBE district sand_dune.(1)

(TOttOri pretecture)

3.Sizes of sand grains in the HUKUBE
district sand―dune.(1)・ (2)
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Fig.10.「rhe prOfile of the tore‐ dune in the KARO district
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Sizes of sand

gralns in mm.

aumber in the fore― dune

2.00

0.84

0.42

0.25

0.105

0,074

0.074

0.06

44.77

52.07

2,91

0.18

0,01

2,27

51.59

41.02

4.57

0.03

0.04

14.07

52.36

30,63

2.89

0.02

0.03

0,04

18.29

60.05

21.46

0 08

0 08

5.50

61.75

32.59

0.10

0.06

10 58

63.59

25。 76

0.04

0.03

0.89

35.98

62.96

0.11

0,06

lpbt

l① %l ② % ③ %
over    2.00

2.00  ～ 0.84

0.34  ～ 0.42

0.42  ～ 0.25

0.25  - 0,105

0.105 - 0.074

under  O,074

2.00   ～

0,34   ～

0,42   ～

0,25   -

0.105  ^v

under

6)福部砂丘 は,
Fig.11に示すようである。

この地区も最近次第に烈しい海岸侵食をみるようにな

り,すでに前丘脚部が侵食されて段丘状になっている,

それ故不安定な前砂丘となりつつあるので, 速ゃかに

防潮護岸工事を行なう必要がある。法面 に対 しては

7)福部砂丘 121
この地区は Fig,12に示すようである。

(1)地区に比較するとやや海岸侵食が少ないようである

が今後の侵食が予想されるので脚部の保護を充分考えて

防潮護岸を行なう必要がある,こ の地区は風上法面の勾

配が25°～28°とかなり急であるが American beach一

grassが ょく繁茂しているので固定が成功している,そ

のため後方のクロマツもよく生育している。この地区の

American beachgraSS

20° 2`8° /②
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American

10m

5

0

50m   40

Horizontal

Fig. 12。 「The profile of the

district sand‐ dune・

砂の粒径分析の結果は Table・

標準の砂粒である。

8)海士砂丘
Fig,13に示すようである。

distance

fore‐ dune in the HUKUBE

(2)CTOttOri prefecture)

3の如くである。比較的

この地区も次第に海岸侵

Table 4, Sizes of sand grains in the AhIIO

district sand―dune.

OVeF
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Fig. 13. The Profile of the fore‐ dune in the AWIO district

sand‐ dune,(TottOri prefecture)

Fig,14に示すようである。

この地区の前砂丘は人工的にブルドーザ等を使用して

作りあげた人工砂丘であり形がよく整っ

ている,また汀線まで非常に余ゆうのあ

る地区である。また高潮線 (H・ W・ L.)

から前砂丘前方の風上斜面脚部の編柵迄

は自然植生が散在しているので飛砂防止

には多少役立っているようである。編llm

から前方斜面の中腹までは植生がほとん

どないのが欠点である, この中腹から頂

上部また頂上部から後方斜面まではウイ

ーピングラブグラスが植栽されてよく繁

②

8° /10° (H.W.L.)

①
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０
Ｅ
Ｏ
↓
∽
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電
。
事
隣
ω
＞
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食を受けつ あゝる海岸である。現在

前砂丘地帯には植生が皆無に近くま

:ξ;B三8三を二::|:ζ 二B :ヒ
ある,それゆえこの地区においては

速やかに堆砂垣を築設するとともに

American beachgrassの 植栽を行

なって飛砂固定をはかる必要がある。

また脚部保護のために防潮護岸を築設す

Weeping 10VegrtsS

る必要があるまた風上側斜面に余ゆうがないので防浪編  茂し,飛砂を固定しているようである。今後は風上斜面
柵を築設しておくことも必要である。          は,American beachgrass等 を植栽して行った方がよ

この地区の砂の粒径分析の結果は Table 4の如くで  いと思われる,また無植生地区にも積極的に植生を導入
ある。後方までかなり細かい砂が飛来していることが見  して固定をするとよい。風上斜面は前方にゆとりがあり
られた。                        傾斜15° 内外の一様の勾配で落付いているようである。

9)三里浜砂丘 住)                後方のクロマツは比較的優良な成育をしていて前砂丘が

110m 100  90   80  70   60   50  40   30   20   10   0

HOrizOntal distance

Fig. 14. I「 he profile oF the tore‐ dune in the SANRIIIAMA
district Sand‐dune.(1)(FUKUI Prefecture)

よく固定されている地区である。

この地区の砂の粒径分析の結果は Table 5の 如くで
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Table 5. Sizes ot sand grains in the SANRIHAMA district
Sand― dune.

plot number the fore― dune

も平らにならして前述の砂車類を植栽

する必要がある。

この地区の砂の粒径分析の結果 は

TaЫe.5の如くであり,鳥取地区の
ものと大差がないようである。

Sizes of sand

grains in mm. 伍)

over

2.00

0,34

0.42

0.25

0.105

under

ある。比較的中ようであり鳥取地区のものと大差がない

ようである。

10)三里浜砂丘 (2)
Fig.15に 示すようである。

|

現地調査の結果,前砂丘の形態とし

て,鳥取県の一般の前砂丘のように海

岸侵食が進み汀線からの距離に余ゆう

がないために前砂丘の風上面勾配を強

めて築設する場合と,福井県の三里浜

砂丘のように汀線からの距離に余ゆう

があるため,従来からいわれているように,海岸線から充

分ゆとりを持ち,しかも傾斜角度をほぼ一様の10°～17°

として前砂丘を維持し,後方地の保護をするといった方
法で築設する場合とにわけられる。

鳥取県下の場合は大体風上斜面の傾斜

角度が20。～30°にあり急勾配で築設せざ

L.)る を得ない,これは汀線に近く, しかも

強い海岸侵食を受けるためであり,前砂

丘をある程度の高さ (5～10m)に維持

するためには,力学的には不安定で容量

の少ない前砂丘とならざるを得ない傾向

にある。この場合には,上述の風洞実験

でも明らかなように,傾斜が急になれば

なるほど頂上部附近の風による侵食が激しいので,堆砂

垣を築設するとともに風上斜面全体が風食を受け易いの

で, できるだけ一様の勾配とし, Ameican beachgr―

aSS等の植生を導入してよく繁茂させ飛砂固定をはから

なければならない,また風上法面に防浪編柵等を入れて

侵食を防止することも合せて必要である。また汀線が著

しく侵食して人工砂丘の脚部が侵食されないように防潮

護岸を築設する必要がある。鳥取県下の普生海岸では海

岸侵食が著しいので防潮護岸を築設したが災害で著しい

被害が出たので近年になって沖合に離岸堤を造ったため

人工砂浜が出来,今日では見事に成功した例もある。ほ

かの地区でも今後海岸侵食がはげしくなる傾向にありこ

れ等の地区でのよい参考となると思われる。また防潮護

岸を保護するため各種のブロックエ法も行なわれている

現状である。今後海岸侵食のはげしい地区での防潮護岸

の研究が必要なことを感じた。
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Fig. 15. The profile of the fore‐ dune in the SANRIHAMA
district Sand‐ dune。 (2)(FUKUI Prefecture)

この地区は全体にわたって自然植生のみであり前砂丘

はかなり不整形である。汀線から前砂丘脚部附近まであ

まり自然植生がよく繁茂していないが頂上部を除き前方

斜面から後方までは自然植生がかなり密生し安定してい

る。しかしよく調査してみるとかなり植生を欠いた穴の

あいたケ所が点在して,これが前砂丘の形を崩している

ようである。人工砂丘の頂部が接近して2っぁるのが特

徴である。この地区は現在は一応自然植生がかなりある

が前砂丘の高さが低いので堆砂垣を前方の前砂丘に設け

て高さを高つ American beachgrassぉ ょびハマニンニ

ク等を積極的に植栽し飛砂固定をはかる必要がある。ま

た後方クロマツ林に近い部分にはアキグミ等を植栽して

おくのもよいと思われる。現在風上斜面の勾配が21。 内

外となっているが,海岸線からの距離に余ゆうがあるの

で,比較的ゆるやかな15。 内外の一様の勾配として,ゆ

ったりとしたものとし上述の砂草を植栽して繁茂をはか

り前砂丘を固定する必要があろう。前砂丘前方の平担地
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三里浜砂丘のように汀線よりにかなり余ゆうがある場

合にはできるだけ風上側傾斜角度を10°～15°内外のゆる

やかな一様の勾配とし,高さも8～ 15m程度とすれば容
量的にもどっしりとした安定した人工砂丘が出来ること

になる。しかし上述の風洞実験等の結果からみて風上斜

面が緩勾配の場合には全面にわたって風食が見られたの

で,風土斜面全体にわたって American beachgrass

およびハマニンニク等の好砂植物を速やかに植栽して前

砂丘の固定をはからなければならない。また前砂丘前方

の平坦地は一様にならし,積極的に砂草類を導入するこ

とが必要である。今日前砂丘の固定が不充分なために,

せっかく後方造林木が飛砂のため結死したりまた埋没し

て被害をうけているところも少なくない現状である。今

日海岸防災林の持つ機能が極めて重要であり開発の進展

とともに前砂丘固定の意義は極めて大きいと思われる。

今後わが国各地の前砂丘地帯の速やかな固定をはかるた

め出来るだけ多く調査したい。今後この方面の研究の一

助ともなれば筆者等の幸とするところである。
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